
験
肺
仰
影
駒
２
～
３
年
後
導
入
を
想
定

薙印款難勤鞠彰車棒綻軸一鵜貯礎裁斡却映求叫卦或 ―
ア
ル
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が

増
え
て
き
て
お
り
、
歩
掛
か

リ
デ
ー
タ
の
蓄
積
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
を
具
体
化
さ
せ

る
。農

業
農
村
整
備
事
業
の
積

算
基
準
は
、
現
在
は
１４
工
種

で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す

べ
て
新
設
工
事
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
。
公
共
事
業
費
に

占
め
る
維
持

・
更
新
等
貿
の

割
合
を
み
る
と
、
道
路
や
治

水
、
港
湾
、
水
道
施
設
の
分

野
で
は
１
割
強

（
０５
年
度
）

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
農
業
農
村
整
備
事
業
は

４７

・
５
％

（同
）
と
ほ
ぼ
半

分
に
達
し
て
い
る
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
全
国

の
農
業
用
水
路
の
ス
ト
ッ
ク

は
延
長
約
４０
万
ま
で
、
基
幹

的
な
水
路
だ
け
で
も
約
４
万

５
０
０
０
ま
に
上
る
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
の
維
持
補
修
が

本
格
化
し
て
く
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
補
修
工
事
の
割

合
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

水路補修農
林
水
産
省
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
で
維
持

・
更
新
工
事
が
占
め
る
割
合
が
高

ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
修
工
事
に
積
算
基
準
を
導
入
す
る
た
め
の
検
討
に
着
手

し
た
。
想
定
し
て
い
る
の
は
水
路
の
補
修
工
事
で
、
開
水
路
を
対
象
に
歩
掛
か
リ
デ

ー
タ
を
分
析
し
、
基
準
を
詰
め
る
。
補
修
工
事
を
発
注
す
る
際
、
現
状
で
は
案
件
ご

と
に
見
積
も
り
の
提
出
を
業
者
に
求
め
て
発
注
先
を
決
め
て
い
る
。
発
注
者

・
請
負

者
と
も
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、
今
後
の
補
修
工
事
の
増
加
も
見
据
え
、
新
た
に
積

算
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
２
～
３
年
後
の
導
入
を
想
定
し
、
検
討
を
進
め
る
。

検
討
に
当
た
り
（
直
接
工

事
費
に
つ
い
て
は
、
各
地
方

農
政
局
が
手
持
ち
工
事
の
歩

掛
か
り
を
調
査
。
全
国
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、
積
算
基
準

の
設
定
が
可
能
か
ど
う
か
を

検
討
す
る
。
問
接
工
事
費
に

つ
い
て
は
、
０４
～
０６
年
度
の

３
カ
年
の
共
通
仮
設
貿
と
現

場
管
理
費
の
実
態
デ
ー
タ
を

基
に
傾
向
を
調
べ
、
諸
経
費

率
を
設
定
す
る
。

当
面
は
、
目
地
や
ひ
び
割

れ
へ
の
対
応
な
ど
作
業
内
容

の
幅
が
比
較
的
限
ら
れ
て
い

19年 6月  7日

建設工業新聞


